戦時下の堀内正和に関する研究－書簡に基づく辻晉堂との交流から－ by 菊川 亜騎






























































































































図 2　堀内正和書簡 1935 年 10 月 1 日、No.9
89.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.62
で多くの文章をのこしているが、特定の日本作家につい
ての関心を綴ることは少ない。だが橋本平八については、









































































































Faure, Histoire de l’art, L’Art antique, 1985）を翻訳し書籍化





















図 6　 橋本平八《アナンガランガのムギリ像》1932 年、木、彩色、金箔、
個人蔵



































































































































図 9　左から堀内正和、辻晋堂、1951 年 1 月 31 日、京都国立博物館にて
図 8　 モオリス・バレス『根こぎにされた人々』上巻、吉江喬松訳、新
潮社、1939 年

























































朝日新聞』1938 年 9 月 10 日、7頁。
６　橋本平八『純粋彫刻論』昭森社、1942 年、22 頁。
７　牧正雄、木村五郎、橋本平八遺作展覧会、日本美術院、東





10　平櫛田中「辻と私」掲載物不詳、1949 年 6 月 18 日。

















図 7　『生誕 100 年 . 彫刻家 辻晉堂展』鳥取県立博物館、2011 年
図 8　モオリス・バレス『根こぎにされた人々』上巻、吉江喬松
訳、新潮社、1939 年
図 9　写真、堀内冬彦氏所蔵

